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cij(I)-<(Aij(i+Tト Aij)･(Aij(tト Aij)> (1)
Mき,i(I)-<(Aij(i+TトAij)･(Akl(tト Akl)> (2)
ここでA-･.は 行 画素時系列の平均輝度レベルを示すOこれより各画素点の分散値cij(0),り
自己相関時関 Ta(ij)及び相互相関時間 ㌔(kZ)を求める0 ㌔(kl)は堆(I)が最大となる
時間丁より決定される｡これらの値を画像の濃淡として表現し, ｢分散画像｣, ｢相関画像｣,
｢相互相関画像｣として再構成する｡Fig.2は, 一方向に運動する粒子群にこの解析法を試
みた中での瞬時画像偶は原画像の時間変化を示し,個 が ｢分散画像｣,(Oが ｢相関画像｣,
鋤 が ｢相互相関画像｣を示す. 分散画像はパタンの濃淡変化の有無,相関画像は濃淡変化の
速さの違い,相互相関画像は濃淡変化の同相性,方向性を表現していると考えられる｡こうし
た処理により散逸構造の場所によるダイナミクスの特徴の違いが評価できると考えられる｡
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